
学校番号 ３０９ 

平成 3１年度 社会科 

 

教科 地理歴史 科目 日本史Ｂ 単位数 ３単位 年次 ２年次 

使用教科書 「詳説日本史」改訂版 （山川出版社） 

副教材等 新詳日本史 （浜島書店） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・歴史的用語の「丸覚え」だけで終わらず、日本の歴史を「大きなストーリー」のような感覚で体

感できるようになって欲しい。 

・副教材や歴史史料などにより、歴史事象を多角的に理解し、イメージ豊かな歴史理解を形成して

欲しい。 

・身近に存在する歴史的遺産・文化財などに親しみを持ち、その内容や意味などを理解できるよう

になって欲しい。 

 

２ 学習の到達目標 

・日本の歴史のなかの諸事象を、時間的経過や地理的関係で理解できるようになる。 

・現代社会の諸課題と過去の歴史事象との関連を理解し、卒業後の社会との関わりの中で生じる諸

問題の解決、他者・他地域などに対する理解に役立てる。 

・副教材・歴史史料などから、歴史事象に対する多角的な理解ができるようになる。 

・歴史的遺産・文化財などに対し興味を持ち、内容の理解ができるようになり、豊かな教養の涵養

に結びつける。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

日本の歴史に関心を

高め、興味を抱いた歴

史事象に対しては、意

欲的に学習や考察が

できるようになる。そ

してそれがこの国に

居住する人間として

ふさわしい人間性の

涵養につながる。 

歴史事象に時間的・地

理的な因果関係を感

じることを重視する。

さらにそれに考察を

加え、プリント・ノー

トに記述したり、授業

で発言できるように

なる。 

副教材の資料を教科

書で記述されている

用語と関連させて地

理的・視覚的に理解

する。歴史史料の読

解力・理解力を高め

る。 

歴史の基本的な事象

や用語を多く身につ

けその内容を理解す

る。 

評
価
方
法 

プリント・ノート 

授業中の発言・発表 

定期考査 

プリント・ノート 

授業中の発言・発表 

定期考査 

プリント・ノート 

授業中の発言・発表 

定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b C d 

一
学
期 

原
始
・古
代
、
中
世 

・日本文化のあけぼの 

・律令国家の形成 

・貴族政治と国風文化 

・中世社会の成立 

・武家社会の成長 

○

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

a:日本列島における古代国家形成過程、

中世社会と武家政権の成立過程に関心

を持ち、理解を深めようとしている。 

b:歴史上、大きな意味を持つ古代国家や

武家政権の成立に対し、自身で考察を

行い、それを適切に表現している。 

 

c:歴史史料を適切に読みこなし、授業で

学んだ内容と関連させて理解する。歴

史事象を地理的・視覚的な観点から理

解をしている。 

d:教科書や授業中に提示される歴史的用

語・人名を適切に理解した上で知識と

して定着させる。 

プリント・ノー

ト、発言・発

表 

プリント・ノー

ト、発言・発

表、定期考

査 

プリント・ノー

ト、発言・発

表、定期考

査 

定期考査 

二
学
期 

近
世
・近
代 

・幕藩体制の確立 

・幕藩体制の展開 

・幕藩体制の動揺 

・近代国家の成立 

○

○

○

○ 

○

○

○

○ 

○

○

○

○ 

○

○

○

○ 

a:幕藩体制の形成と崩壊、近代国家の成

立過程に関心を持ち、理解を深めよう

としている。 

b:江戸時代における幕藩体制の成立と推

移、ペリー来航以降の明治維新、近代

国家の形成に対し、自身で考察を行い、

それを適切に表現する。特に複雑な明

治維新前後の状況を生徒自身が理解す

ることを重視する。 

c:歴史史料を適切に読みこなし、授業で

学んだ内容と関連させて理解する。歴

史事象を地理的・視覚的な観点から理

解をしている。特に近代国家の成立過

程については、地理的な視野で国際関

係を十分に理解させることを重視す

る。 

d: 教科書や授業中に提示される歴史的

用語・人名を適切に理解した上で知識と

して定着させる。 

プリント・ノー

ト、発言・発

表 

プリント・ノー

ト、発言・発

表、定期考

査 

 

 

プリント・ノー

ト、発言・発

表、定期考

査 

 

 

 

定期考査 



三
学
期 

近
代
・現
代 

・二つの世界大戦とア

ジア 

・占領下の日本 

・高度成長の時代 

・激動する世界と日本 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

a:第一次世界大戦以降の日本の歴史に関

心を持ち、それを身近に感じた上で理

解を深めようとしている。 

b:現代の日本のあり方に大きく関わる、

第一次世界大戦以降の歴史に対し、自

身で考察を行い、それを適切に表現す

る。 

c: 歴史史料を適切に読みこなし、授業で

学んだ内容と関連させて理解する。現

代史をを地理的・視覚的な観点から理

解をしている。 

d: 教科書や授業中に提示される歴史的

用語・人名を適切に理解した上で知識

として定着させる。 

プリント・ノー

ト、発言・発

表 

プリント・ノー

ト、発言・発

表、定期考

査 

プリント・ノー

ト、発言・発

表、定期考

査 

定期考査 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:資料活用の技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


